
112009
Nov
No.296

Rokkasho広報ろっかしょ

photo  ろっかしょ産業まつり「三戸社中ショー」
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　六ヶ所村制施行 120 周年記念「第 26 回ろっ
かしょ産業まつり」が 10 月 24 日、25 日の
２日間、尾駮漁港特設会場で開かれました。
　今年は、六ヶ所近海でも大量発生したエチ
ゼンクラゲの影響で生きた鮭が確保できず、
メインイベントの「鮭つかみどり」が中止と
なりました。しかし、引き替えと無料配布用
の鮭は予定通り確保、朝早くから行列をつくっ
た来場者に配られました。
　会場には、さまざまなブースが立ち並びま
した。とれたてのダイコンやニンジンなどの
農産物、イカや新巻鮭などの海産物などを買
い求める人でにぎわいを見せていました。
　ステージでは、恒例となったラジオ生放送

「うっちゃんみかちゃんの県南事件簿」や「ト
リオ☆ザ☆ポンチョス」のライブ、また小川
原湖産のシジミの重さを当てる「たっぷり入
れて～シジミ２ドン！」などの村特産品を利
用したさまざまなゲームが行われました。「六
趣」などの豪華賞品がもらえるとあって、出
場者は真剣な顔で挑戦していました。
　両日とも、天気に恵まれた産業まつり。「鮭
つかみどりの中止で、来場者の減少が心配さ
れたものの、村内外からたくさんの人が訪れ
ました。来場者たちは、各ブースの工夫をこ
らした自慢の料理などに舌鼓。収穫の秋を存
分に満喫していたようすでした。

六ヶ所の味、食べ歩き。

1_ 大ぶりの新巻鮭（及川商店）2_ みそ仕立ての「鮭汁」。鮭が口の中でほぐ
れる（泊漁協女性部）　3_「イカスミすいとん」はすっきりとしょうゆ味で（泊
漁協女性研究会）4_ 泊漁協青年部研究会は「イカ玉」を販売。塩加減が絶妙
5_ 農家の奥さんたちの団体「みるふらわぁ」は牛乳や 6_ 牛乳もちの試食を
配り来場者に PR　7_ 六ヶ所産の鮭、ジャガイモなどを使った「秋味コロッケ」

（村おこし和の工房）　8_「イカの船上干し」。周りには香ばしい香りが漂って
いた（松本乾物店）　9_「じゅね餅」は甘すぎずすっきりとした味わい。じゅ
ねは、六ヶ所産のイゴマを２日間かけてすりつぶして作るという手の込んだ
一品（JA とうほく天間女性部）　10_ 生干しイカのおいしさに思わず笑顔　
11_ ２日間販売されたミニイクラ丼（商工会婦人部）と戸鎖そば。どちらも
限定で販売後、間もなく売り切れた

Rokkasho 120th
The 26th　Rokkasho

 Sangyo Festival

1_ ２日間とも晴天に恵まれた産業まつり。多くの来場者でにぎわっ
た　2_120㎖までもう少しかな…?「ビタッ !! と飲んでミルクで乾杯」
3_ ふるさと新鮮市では、新鮮な 5_ ワラサや長イモなどの野菜を販売。
新鮮なヒラメが２匹で 500 円という驚きの安さ　4_ 釣果は大きなヒ
ラメ !「釣り吉三平に挑戦（泊漁協）」　6_ 幅広いジャンルの歌を聞か
せてくれた Rock 趣～ s　7_ いろんな種類のお菓子が並んだ松緑福祉
会のブースで。選ぶのも楽しい　8_ 毎年、ボランティアで産業まつ
りの会場のごみ拾いをしてくれる尾駮スポーツ少年団の団員たち。彼
らも、陰でまつりを支えている　9_ 力強く華麗なバチさばきを見せ
た「札幌打団太鼓」のパフォーマンスショー

集
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六ヶ所の味を、食べ歩く。

Rokkasho 120th
The 26th　Rokkasho
 Sangyo Festival
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六ヶ所トピックス

秋風背に受け、元気よく
子ども会駅伝競走大会

　「第 26 回六ヶ所村子ども会駅伝競走大会」が 10 月 3 日、大
石総合運動公園で開かれました。
　各地区の子ども会の交流と、駅伝選手の発掘・育成につなげ
ることを目的に開かれている同事業。今年は５チームの小学１
年から６年までの選手 60 人が、学年・男女別に 0.6㌖～ 1.8㌖
の 12 区間で健脚を競い合いました。接戦を制したのは千歳学
区子ども会。最終ランナーである千歳平小５年の相内総くんは

「坂がきつかったけどがんばって走った。優勝してよかった」
と笑顔を見せていました。

〈結果は次のとおり〉
優　勝　千歳学区子ども会（吉田ひとみ監督）
準優勝　泊子ども会（舘寿二郎監督）力強くスタートを切る第１区（小学校１年男子）の子どもたち

住民集い、実りの秋喜ぶ
倉内地区で秋の収穫祭

　「第８回倉内秋の収穫祭」が 10 月 4 日、倉内小学校のグラ
ウンドで開かれました。同祭には地区住民約 300 人が参加し、
多彩な催しを楽しみました。
　会場では、収穫祭ならではの「野菜コンテスト」が行われま
した。来場者は「大きいのができたね」「形も整ってる」など
と収穫の秋を喜び合っていました。
　また、倉内小学校の児童たちによる倉内神楽、保育所の子ど
もたちによるアトラクション、第二中学校吹奏楽部の演奏会な
どが収穫祭に華を添えました。

そりに人を乗せて早さを競う競技会も行われました

農業、教育等の質問次 と々
庄内・千歳地区「出前ふれあいトーク」

　より多くの村民とじかにふれあい、その声を村政に反映させ
ることを目的とした「村長室出前ふれあいトーク」が 9 月 25 日、
庄内地区（庄内集会所）と千歳地区（千歳集会所）を対象に開
催されました。
　両地区とも、出席者から、農業、教育などに関する質問や意
見が次々と出され、古川村長をはじめとする村の幹部職員と盛
んに意見交換が行われました。

【今後のスケジュール】
10 月 20 日火　二又地区（二又集会所）

千歳地区

参加生徒全員が時間内に完走
六高生徒が「六ヶ所縦断耐久レース」

　六ヶ所高校（安保敏彦校長、生徒数 189 人）全校生徒によ
る「六ヶ所縦断耐久レース」が 10 月 9 日に行われました。
　同大会は今回で４回目。男子は平沼（新納屋経由）から大石
総合運動公園の 18.1㌖、女子が新納屋から同公園までの 13.3
㌖を力走しました。
　生徒たちは、１カ月前から週２回、体育の時間に練習を重ね
レースに臨みました。あいにくの雨模様にもかかわらず、参加
生徒全員が目標にした３時間以内にゴールすることができまし
た。

〈結果は次のとおり〉
男子１位　本田慎弥（１年１組）
女子１位　川畑樹璃（２年２組）冷たい雨の中を力走（鷹架橋）

Rokkasho Topics

たくさんの新しい本に興味
村制施行120周年「図書購入」

　村制施行 120 周年特別事業「図書購入」で、村内の幼稚園・
保育所・小中学校に一人１冊の本が贈られました。
　この事業は、子どもたちの読書習慣の形成と定着がねらい。
児童生徒など一人につき希望する本を１冊ずつ購入、合計で
1,283 冊の本が各学校などに整備されました。
　泊小学校では 10 月 9 日、スポーツ・読書を目的とした「ぐ
んぐんタイム」で児童たちが読書をしました。
　同校では、高学年は小説類、低学年は絵本や紙芝居などを選
書。寄贈された本は各学年の前に設置され、今後は他学年の本
と交換する予定です。蛯名徳彦教頭は「児童たちは自分たちで
選んだ本や新しい本に興味津々。冬になるにつれ、読書の時間
が増えるのでとても助かっています」と話していました。読書に集中する３年１組の児童たち

Rokkasho120th

英語で会話、楽しく交流
レイクタウン幼稚園・尾駮保育所園児

　レイクタウン幼稚園（櫻庭 勉園長、園児 54 人）で 10 月 6 日、
英語教室が開かれました。楽しみながら英語を覚えようという
同教室に、小学校就学前の園児同士の交流を目的に、尾駮保育
所（橋本美子所長、園児 93 人）の年長組 18 人を招待。講師
に尾駮レイクタウン在住の竹田ジンキさんを迎え、終始英語だ
けで行われました。
　ジンキさんは、アルファベットの発音から色や動物などを絵
を用いて紹介したりと、親しみやすく楽しい雰囲気で授業を
展開。質問に対し園児たちは「H…hand ！」「I…Icecream ！」
な ど と 発 音 良 く 答 え て い ま し た。 ま た、「What number is 
this?」という質問に対して「One!」「Seven!」などと慣れたよ
うに答える園児たちも。講堂には、競い合うように元気いっぱ
いな園児たちの声が響いていました。

竹田さん（左）と元気よくダンスをする園児たち
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	 StyleRokkasho
7

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　

昨
年
８
月
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指
導

助
手
）
と
し
て
村
へ
着
任
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
〝
ガ
ブ
ち
ゃ
ん
〝
と
い
う

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
リ
ー
ド
さ
ん
。

　

現
在
、
11
月
の
村
制
施
行
１
２
０

周
年
記
念
式
典
で
出
席
者
に
記
念
品

と
し
て
配
ら
れ
る
、
焼
酎
カ
ッ
プ
の

制
作
に
大
忙
し
だ
。

　

同
式
典
で
は
、
六
趣
醸
造
工
房
産

第
１
号
の
「
六
趣
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が

六
趣
を
お
い
し
く
飲
ん
で
。
心
を
込
め
て
カ
ッ
プ
を
制
作

ガブリエル・リード さん

●ガブリエル・ウィリア

ム・リード

六ヶ所村尾駮在住。村
英 語 指 導 助 手（ Ａ Ｌ
Ｔ）。アメリカミズーリ
州カンザスシティ出身。

「 U n i v e r s i t y  o f 
Missouri Kansascity」
、「K a n sa s c i t y  a r t 
Institute」などで芸 術
陶 芸 を 学 ぶ。 今 回 の
カップの制作法はハン
ガリーで習得した。

蔵
出
し
さ
れ
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焼

酎
カ
ッ
プ
が
記
念
品
と
し
て
、
出
席

者
に
配
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

以
前
か
ら
陶
芸
を
得
意
と
す
る
ガ

ブ
リ
エ
ル
さ
ん
の
評
判
を
聞
い
て
い

た
古
川
村
長
か
ら
依
頼
さ
れ
、
６
月

の
中
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
制
作
を
始

め
た
。

　

ま
ず
は
「
六
ヶ
所
」
の
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
か
ら
。
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は

▽
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ
（
人
々
）
▽
Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
▽
Ｎ
ａ

ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
（
自
然
）
―
と
い
う
３
つ

の
テ
ー
マ
。
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
作
品
を
得
意
と
す
る
ガ
ブ
リ
エ
ル

さ
ん
の
目
に
止
ま
っ
た
の
が
、
村
の

ど
こ
の
神
社
の
近
く
に
も
あ
る
と
い

う
『
ふ
き
』
の
葉
だ
っ
た
。「
六
ヶ

所
に
来
て
、
初
め
て
知
っ
た
ふ
き
の

葉
。
力
強
い
葉
脈
は
と
て
も
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
で
、
六
ヶ
所
村
の
イ
メ
ー

ジ
に
ぴ
っ
た
り
」。

　

デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
、
次
は
具
体

的
な
試
作
品
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

　

カ
ッ
プ
は
、
軽
量
で
丈
夫
な
材
質

を
使
用
。型
に
流
し
込
ん
で
成
型
し
、

一
つ
一
つ
形
を
整
え
な
が
ら
乾
燥
を

繰
り
返
し
、
完
成
と
な
る
。
デ
ザ
イ

ン
に
こ
だ
わ
り
、
型
を
何
度
も
作
り

直
し
た
。「
も
ら
っ
た
人
に
は
、
美

し
く
、
楽
し
ん
で
使
っ
て
ほ
し
い
。

だ
か
ら
、
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て
丁

寧
に
作
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
ほ
ほ
笑

む
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
何
か
を
創
作

す
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
ガ

ブ
リ
エ
ル
さ
ん
。
高
校
の
と
き
に
陶

芸
に
目
覚
め
、
以
来
大
学
な
ど
で
絵

画
や
陶
芸
を
学
ん
だ
。

　

村
へ
来
て
か
ら
は
、
地
域
交
流

ホ
ー
ム
の
陶
芸
室
が
彼
の
ア
ト
リ
エ

と
な
っ
て
い
る
。「
僕
の
創
作
活
動

に
協
力
し
て
く
れ
る
、
ホ
ー
ム
の
職

員
や
村
職
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
。
ア

メ
リ
カ
に
帰
る
前
に
、
個
展
を
開
い

て
恩
返
し
が
し
た
い
」

　

そ
う
言
っ
て
、
棚
に
並
ぶ
作
品
た

ち
に
優
し
く
目
を
向
け
た
。

PROFILE

” ガブちゃん ” と児童生徒に大人気
陶芸の腕はプロ級。芸術肌の六ヶ所人

地域交流ホームのアト
リエに並ぶ、焼酎カッ
プの型。何度も試行錯
誤を重ねた

1

　「青森県原子力防災訓練」が 10 月 21 日、六ヶ所村で実施されました。
　再処理工場での臨界事故を想定した今回の訓練には、国・県・村・
防災関係機関と村民など、約 50 機関から約 320 人が参加しました。
　村では、古川健治村長が村災害対策本部（役場庁舎に設置）の本部長、
戸田衛副村長が村現地連絡本部（オフサイトセンターに設置）の本部
長として訓練に参加、村・国・県・オフサイトセンターの４地点を結
んだテレビ会議を実施するなど、関係機関との連携強化のための指揮
をとりました。
　村災害対策本部では原子力災害対策本部会議を開催。会議では、万
が一の事故が発生した場合の初動体制や住民避難などの応急対策、事
故が収束した後の心のケアなどの事後対策を確認しました。
　オフサイトセンターでは、関係機関の職員が集まり広報班、医療班、
住民安全班などの各機能班が連携をとり、緊急時の応急対策などの手
順を確認しました。
　また今年度は、住民参加による避難訓練も実施。避難対象地区に設
定された二又・富ノ沢・弥栄平・戸鎖・室ノ久保地区で、防災行政用
無線、消防車両、警察車両が住民への広報訓練を行いました。集まっ
た地区住民、戸鎖小学校の児童など約 80 人は、避難所の村地域交流ホー
ムに避難、救護所で体に放射性物質の汚染検査（スクリーニング）な
どを体験しました。その後、同訓練に参加した住民に対し、原子力防
災の理解活動の一環としての講習会が行われました。
　村は、これからも原子力防災訓練などを通じて原子力災害時の防災
体制の確立と協力体制の円滑化を図ります。また、原子力防災に関す
る意識を高め、知識の向上に努めていきたいと考えています。今後と
もご協力をお願いします。

再処理工場臨界事故を想定し、原子力防災訓練を実施

緊急時の連携を確認

1_ 避難所でスクリーニ
ングを受ける住民　2_
村災害対策本部会議　3_
避難対象地区を検討する
住民安全班員　4_ 自衛
隊車両で避難する戸鎖小
児童　5_ 避難訓練のあ
と、避難所で放射線に関
する講習を受ける住民

2

34

5
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国際交流International　Exchange

（
報
告
：
ダ
ニ
エ
ル　

フ
ァ
ン

　

デ　

ザ
ン
ド
）

　

今
年
は
、
六
ヶ
所
村
と
ド

イ
ツ
の
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
が
交

流
を
始
め
て
か
ら
15
周
年
の

節
目
の
年
で
す
。
そ
れ
を
記

念
し
10
月
６
日
か
ら
７
日
に

か
け
て
三
角
武
男
議
長
、
田

中
幸
雄
国
際
交
流
課
長
と
わ

た
し
の
３
人
で
ヴ
ァ
ー
レ
ン

市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

成
田
空
港
か
ら
飛
行
機
で

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ま
で
12
時

間
。
そ
こ
か
ら
飛
行
機
で
ベ
ル

リ
ン
ま
で
１
時
間
。
そ
し
て
バ

ス
で
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
ま
で
２
時

間
の
本
当
に
長
い
旅
で
し
た
。

し
か
し
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
の
自

然
は
美
し
く
、
中
世
の
雰
囲
気

の
あ
る
街
並
み
は
と
て
も
す
ば

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
三

角
議
長
と
ヴ
ァ
ー
レ
ン
市
の

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ン
市
長

は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
で
築

か
れ
た
両
自
治
体
の
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
強
調
。
交
流
15
周

年
の
節
目
を
礎
に
、
今
後
の

両
自
治
体
の
発
展
と
友
好
が

末
長
く
続
い
て
い
く
よ
う
に

と
の
願
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
二
日
間
の

滞
在
期
間
中
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン

市
の
歴
史
博
物
館
、
ビ
ー
ル

の
醸
造
所
と
中
学
校
・
高
校

な
ど
を
見
学
。
訪
問
先
で
は

ラ
イ
ン
市
長
を
は
じ
め
、
多

く
の
市
民
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ヴ
ァ
ー

レ
ン
市
の
歴
史
、
文
化
な
ど

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
交
流
を
深
め
る
た
め
の
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
今
回
の
訪
問
を

通
し
、
両
自
治
体
が
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
将
来
、
ま
た
ヴ
ァ
ー
レ

ン
市
民
と
こ
の
よ
う
な
交
流

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

友好交流 15 周年　ヴァーレン市を訪問

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交番だより Safety Information

　

ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
は
、
行
為
が
徐
々
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
傾
向
に
あ

り
、
傷
害
・
殺
人
な
ど
の
悪

犯
罪
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
警
察
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■ 

ス
ト
ー
カ
ー　

　

あ
な
た
に
対
す
る
恋
愛
感

情
な
ど
の
好
意
の
感
情
、
そ

の
感
情
が
満
た
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
恨
み
の
感
情
を

充
足
さ
せ
る
目
的
で
、
あ
な

た
や
あ
な
た
の
身
近
な
人

（
配
偶
者
、
親
族
な
ど
）
に
、

つ
き
ま
と
い
な
ど
を
繰
り
返

し
行
う
こ
と
で
す
。

○
自
宅
や
勤
務
先
に
押
し
掛

け
た
り
、
待
ち
伏
せ
さ
れ
た

り
す
る

○
交
際
要
求
や
嫌
が
ら
せ
の

電
話
、
メ
ー
ル
が
繰
り
返
さ

れ
る

○
性
的
羞
恥
心
を
感
じ
る
よ

う
な
文
章
や
写
真
を
送
付
さ

れ
る

■
Ｄ
Ｖ

　

夫
婦
や
内
縁
（
元
夫
婦
、

元
内
縁
を
含
む
）の
間
柄
で
、

相
手
か
ら
殴
る
・
蹴
る
な
ど

の
暴
力
（
言
葉
の
暴
力
を
含

む
）
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
を

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
と
言
い
、
一
般
的
に

Ｄ
Ｖ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
殴
る
蹴
る
な
ど
身
体
に
対

す
る
暴
力
を
受
け
て
い
る

○
「
殺
す
」「
命
の
保
証
は
し

な
い
」
な
ど
と
生
命
や
身
体

に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
て
い

る
　

こ
の
よ
う
な
暴
力
は
、
夫

婦
ゲ
ン
カ
の
延
長
だ
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
夫
婦
間
で

あ
っ
て
も
暴
力
犯
罪
で
す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害

に
関
す
る
相
談
は
、
近
く

の
警
察
署
ま
た
は
青
森
県

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画

課
（
☎
０
１
７
（
７
２
３
）

４
２
１
１
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
９
月
末
現
在
、

全
国
の
警
察
の
指
名
手
配
犯

は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な

ど
で
特
別
手
配
し
て
い
る
オ

ウ
ム
真
理
教
関
係
者
３
人
を

は
じ
め
、
約
１
，
５
０
０
人

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、殺
人
・

強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
、暴
行
・

傷
害
な
ど
の
粗
暴
事
件
、
窃
盗

事
件
、
詐
欺
・
横
な
ど
の
知
能

犯
事
件
な
ど
に
関
し
て

手
配
さ
れ
て
お
り
、
再

び
犯
行
を
繰
り
返
す
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
早
期

に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

警
察
は
特
に
重
大
な

犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定

し
て
、
11
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て

追
跡
捜
査
行
う
こ
と
と

し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の

早
期
検
挙
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
指
名
手
配
被
疑
者

に
似
た
人
を
見
か
け

た
」
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
、
最
寄

り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在

所
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
情
報
提
供
は
こ
ち
ら
で

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
０
０
６
）
０
２
４

（
オ
ウ
ム
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.police.pref.

aom
ori.jp/

○
i
モ
ー
ド

http://w
w

w
.police.pref.

aom
ori.jp/i/

ストーカー・ＤＶ相談はお早めに

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

相談に対する警察の対応

　あなたを守ることを最優先に、要
望に沿った対応をします 。
○法律を適用し行為者を検挙
○行為者に対する注意・指導
○被害防止のための援助・アドバイス
　など

ＤＶ・ストーカー行為などは
女性に対する暴力です

11 月 25 日は「女性に対する暴力撤廃国際日」

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

② 8 月末の村の物件事故発生状況
平成 21 年 20 年

前年比
9 月中 累計 累計

15 148 142 +6

① 8 月末の村の人身事故発生状況
平成 21 年 20 年 前年比9 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

2 0 3 20 0 28 28 0 44 -8 0 -16

毎月６日は、村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,240 日達成！（9 月 30 日現在）

犬や猫を捨てないで！
　最近、民家の玄関前などに犬が捨て
られたなどの苦情が交番に寄せられて
います。
　責任を持ってペットを飼いましょう。

訪問先の中学校で紹介を受ける（左から）田中課
長、ダニエル、三角議長

女性に対する暴力をなくす運動
11月 12 日木～ 25日水

「平成 21 年度六ヶ所村スポーツ少年団
新人野球大会」
　「平成 21 年度六ヶ所村スポーツ少年団新人
野球大会」が 9 月 26 日、大石総合運動公園で
開かれました。
　試合は、泊・尾駮・六ヶ所南・千歳平の４ス
ポーツ少年団によるトーナメント戦。決勝戦で
は、数少ないチャンスで確実に得点を積み重ね
た千歳平スポーツ少年団が尾駮ベースボールク
ラブを下し、見事優勝の栄冠を勝ち取りました。
○優勝　千歳平スポーツ少年団　
○準優勝　尾駮ベースボールクラブ同
○第３位　六ヶ所南同

　六ヶ所村スポーツ少年団主催の「第 19 回大石
カップ野球大会」が 9 月 27 日、大石総合運動公
園で開かれました。
　前日の新人野球大会と同じく４スポーツ少年
団が参加し、総当たりのリーグ戦が行われまし
た。最終試合では千歳平スポーツ少年団が、尾
駮ベースボールクラブスポーツ少年団に１点差
で勝利、全勝優勝を決めました。
○優勝　千歳平スポーツ少年団　
○準優勝　尾駮ベースボールクラブ同
○第３位　泊スポーツ同

　今年度、平沼・倉内のス
ポーツ少年団の合併によ
り、新たに誕生した「六ヶ
所南スポーツ少年団」。７
月 25 日～ 26 日に三沢市
で 行 わ れ た「 第 15 回 み
さわ七夕カップ小学生バ
レーボール選抜交流大会」
で、３部３位グループで
の敢闘賞を獲得しました。
今後の活躍に期待です。

　スポーツの秋。スポ少が活躍！

２大会を制した「千歳平スポーツ少年団」

Pick
 Up
Topics

「六ヶ所南スポーツ少年団」が
みさわ七夕カップで敢闘賞！

「 第１9 回大石カップ野球大会」
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医療Medical

ニコチン依存のない村、そして薬物乱用・依存のない村

千歳平診療所長・健康づくり対策室長

米田喜與志

■
精
神
病
と
そ
の
周
辺
の
病

気
　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
含

む
薬
物
依
存
症
、
統
合
失
調

症
、
気
分
障
害
な
ど
の
精
神

病
に
は
、
事
故
死
や
犯
罪
、

自
殺
な
ど
社
会
問
題
が
起
り

や
す
く
、
い
つ
も
気
の
抜
け

な
い
辛
抱
強
い
外
来
治
療
や

入
院
治
療
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

「
薬
物
乱
用･

薬
物
依
存
」

　

薬
物
を
い
い
加
減
に
使
い

続
け
る
と
（
薬
物
乱
用
）、

そ
の
薬
物
な
し
に
は
生
き
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
（
薬
物
依

存
）
が
発
生
し
ま
す
が
、
最

後
に
は
薬
物
依
存
症
と
い
う

精
神
病
に
陥
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

「
乱
用
薬
物
の
種
類
」

①
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
違

法
に
な
る
も
の　

　
「
麻
薬
」
大
麻
・
マ
リ
フ
ァ

ナ
（
乾
燥
大
麻
）・
ハ
シ
ッ

シ
ュ
（
大
麻
樹
脂
） 

、
ヘ
ロ

イ
ン
・
モ
ル
ヒ
ネ
・
ア
ヘ
ン
・

け
し
、
コ
カ
イ
ン
（
ク
ラ
ッ

ク
）、
マ
ジ
ッ
ク
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム

「
違
法
ド
ラ
ッ
グ
」 

Ｍ
Ｄ
Ｍ

ン
」（
タ
バ
コ
）、「
向
精
神

病
薬(

メ
ジ
ャ
ー
、
マ
イ

ナ
ー) 

」、
や
「
そ
の
他
の

医
薬
品
」
が
そ
う
で
す
。　

「
薬
物
乱
用･

薬
物
依
存
の

恐
怖
」　

①
脳
神
経
障
害
・
失
明

②
気
管
支
・
肺
・
肝
臓
・
腎

臓
障
害

③
食
道
・
胃
障
害
（
食
欲
減

退
）

④
心
臓
血
管
障
害

Ａ(

エ
ク
ス
タ
シ
ー)

、
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ラ
ブ
ド
ラ
ッ
グ
）

「
幻
覚
剤
（
合
成
麻
薬
）」
Ｌ

Ｓ
Ｄ
、
２
Ｃ

－

Ｂ
。
今
、
注

目
の
「
覚
せ
い
剤
」
エ
フ
ェ

ド
リ
ン 

（ 

Ｓ
・
ス
ピ
ー
ド
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
違

法
に
な
ら
な
い
も
の

「
ト
ル
エ
ン(

有
機
溶
剤)

」

（
シ
ン
ナ
ー
・
ア
ン
パ
ン
）、

｢

ア
ル
コ
ー
ル｣

、「
ニ
コ
チ

⑤
生
殖
器
・
遺
伝
子
の
障
害

⑥
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染　

な
ど
、

心
身
い
ず
れ
に
も
悪
い
影
響

を
及
ぼ
し
、
元
に
戻
れ
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
格
を
喪
失
す
る

よ
う
な
精
神
障
害
に
陥
っ
た

場
合
は
、
悲
惨
で
す
。

■
ニ
コ
チ
ン
依
存
の
な
い
村

「
薬
物
乱
用
に
対
す
る
入
門

薬
物
」

　

私
た
ち
の
周
り

に
は
、
薬
物
乱
用

に
対
す
る
入
門
薬

物
（
入
門
薬
物
＝

ゲ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ド

ラ
ッ
グ
）
が
２
つ

あ
り
ま
す
。

慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
引

き
起
こ
し
、
身
も
心
も
ボ
ロ

ボ
ロ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
ゲ
イ
ト
ウ
ェ
イ

ド
ラ
ッ
グ
も
気
軽
に
、
特
別

な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
こ
の
単
純

な
行
為
こ
そ
が
、
覚
せ
い
剤

や
麻
薬
な
ど
が
入
り
込
む
絶

好
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
注
射
だ
け
が
薬
物
乱
用

の
行
為
だ
と
思
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

■
薬
物
乱
用
・
依
存
の
な
い

村
　

多
く
の
未
熟
な
子
ど
も
た

ち
が
、
興
味
本
位
で
ゲ
イ
ト

ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ
に
手
を
出

し
ま
す
。
ま
た
脳
の
未
熟
さ

か
ら
依
存
症
に
な
り
や
す
い

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ

ん
な
悲
惨
な
世
界
に
入
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
ゲ
イ
ト

ウ
ェ
イ
ド
ラ
ッ
グ
に
、
絶
対

に
手
を
出
さ
せ
な
い
と
い
う

決
意
が
必
要
で
す
。

　

何
年
も
の
間
、
病
気
と
考

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
同
様
す
で
に
精

神
病
の
仲
間
に
な
り
ま
し

た
。
世
界
中
の
人
か
ら
病
気

だ
と
認
め
ら
れ
た
今
だ
か
ら

こ
そ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

み
な
ら
ず
、
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
の
治
療
に
も
健
康
保
険
証

が
使
え
る
の
で
す
。
一
人
だ

け
で
は
、
簡
単
に
は
治
せ
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
依
存
症
で
も

再
発
率
は
50
％
以
上
で
す
。

ま
さ
に
難
病
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
。

「
フ
リ
ー
フ
ロ
ム　

ド
ラ
ッ

グ
（free from

 drugs

）

７
カ
条
」

①
「
薬
物
乱
用
の
有
害
性
、

危
険
性
を
理
解
」

②
「
薬
物
乱
用
を
始
め
る

き
っ
か
け
を
作
ら
な
い
」

③「
入
門
薬
物
を
さ
け
る（
特

に
子
ど
も
た
ち
）」

④
「
断
わ
る
権
利
が
あ
る
か

ら
勇
気
を
出
す
」

⑤
「
薬
物
依
存
症
と
い
う
病

気
と
病
気
を
治
す
責
任
」

⑥
「
地
域
も
連
携
プ
レ
ー
」

⑦「
偉
い
人
も
親
も
先
生
も
、

指
導
者
が
ま
ず
は
手
本
を
示

す
べ
き
」

　

一
つ
は
ニ
コ
チ
ン
（
タ
バ

コ
に
含
ま
れ
る
）
で
す
。
こ

の
薬
物
は
喫
煙
習
慣
を
も
た

ら
し
、
脳
卒
中
や
心
血
管
病

を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
同

時
に
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
物

質
が
癌
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
の

タ
バ
コ
病
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
薬
物
は
ア
ル

コ
ー
ル
（
日
本
酒
・
ビ
ー
ル

な
ど
に
含
ま
れ
る
）
で
す
が

飲
酒
習
慣
を
経
て
つ
い
に
は

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

　

11
月
か
ら
国
の
定
め
た
接

種
順
位
に
基
づ
き
、
希
望
す

る
人
に
予
防
接
種
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
接
種
時
期
、
接
種

方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
毎
戸

に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
洗
い
や
う
が
い
の
徹
底

○
咳
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用

○
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

十
分
な
休
養

　

村
で
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
感
染
者
が
発
生
、
今
後
感

染
の
拡
大
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
乳
幼
児
や
妊
婦
、

心
臓
病
、
喘
息
な
ど
の
基
礎

疾
患
が
あ
る
人
は
注
意
が
必

要
で
す
。
日
頃
か
ら
感
染
予

防
を
心
が
け
、
症
状
が
見
ら

れ
た
ら
速
や
か
に
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
連
絡
し
、
受
診

方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
ご
注
意
を
！

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
満

１
歳
～
12
歳
ま
で
の
対
象
者

に
郵
送
し
て
い
る
各
種
案
内

は
、「
新
型
」
で
は
な
く
「
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
で

す
。
間
違
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

新型インフルエンザの予防接種が始まります
「かからない」「うつさない」ために心がけましょう

健康 Health

医
療

今月の歯ッピーエンゼルたち● 9 月 1 日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

よ
い

歯で歯ッピ
ー

舘花 滉貴くん

宮守 蒼羽くん

神　優斗くん

棟方 真理ちゃん沼端 星流くん

對馬 羚樹くん

澤田 梨花ちゃん

小山石花穏ちゃん 舘　香子ちゃん

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

●こんなこと、気になっていませんか？
・発達につまづきを感じる　　　　　　　　
・おちつきがないような気がする　　　　　
・なんとなく会話がかみあわない　　　　　
・視線が合わないことが多い　　　　　　　
・食べ物の好き嫌いや、洋服の好み、遊び方な
どのこだわりが強いような気がする　　　

・おともだちと上手に遊ぶことができない　
・ 子 ど も と の 関 わ り 方 が 難 し い　　etc　　　
　 そ の ほ か、 お 父 さ ん や お 母 さ ん が 日 々 の 子
育 て の 中 で 気 に な っ て い る こ と が あ る な ど も
参加できます。

　子育ての中で、何らかの助けが必要と思
われる就学前のお子さんとお母さんに対し
て、親子の遊び方や関わり方を一緒に楽し
みながら、必要と思われる養育のアドバイ
スなどを行います。
　また、個別の療育相談も受けます。気軽
に参加してください。
■日時　11 月 25 日水　10:00 ～ 12:00
■会場　保健相談センター
■内容　リズム体操、健康体操、親子遊び
■申込期限　11 月 13 日金
■申込先　健康課　☎ 0175（72）2794

なつどまり親子指導施設「希望の家」
現地親子指導「コミュニティサポート・すてっぷ」の案内
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六
ヶ
所
村
村
費
負
担
教
員
を
募
集

平成 22 年度採用の「村費負担教員」を下記のとおり募集します。

１．募集区分・教科・採用予定者数・受験資格

２．出願手続き
①出願書類の配布および願書送付先
　六ヶ所村役場総務部門総務課（下記住所を参照してください）
○受付期間　平成 21 年 11 月 10 日火～ 12 月 10 日木（土日および祝祭日は除く）　午前 9 時～午後 5 時
②郵送での出願手続き
　封筒の表に「試験案内請求」と明記し、120 円切手を貼付した本人宛先明記の返信用封筒（角 2 号）を同封し、
上記送付先に送付してください。21 年 12 月 10 日の消印のあるものまで有効です。
③出願書類
　出願者は、次の書類を一括して提出（持参または郵送）してください。
　❶願書（縦 4cm ×横 3cm の写真を所定の箇所に貼付すること。）
　❷受験票（縦 4cm ×横 3cm の写真を所定の箇所に貼付すること。）
　❸最終卒業（修了）学校の卒業（修了）証明書または卒業（修了）見込証明書
　❹最終卒業学校（卒業見込みを含む）の成績証明書
　❺教員免許状のコピー（Ａ 4 版）、教員免許状授与証明書または在学中の大学が発行する教員免許状取得見込
　証明書
　❻自己推薦書（別紙）
　❼健康診断書
　＊注　提出書類に不備のあるものは受け付けません。また提出された出願書類は理由を問わず返却しません。

３．選考試験の方法
①第１次試験　
　■試験日・会場　22 年 1 月 15 日金　六ヶ所村立中央公民館
　■試験内容　　論文試験（教育課題に関する小論文）
　■日程
　① 受付　午前 9 時～ 9 時 30 分　　
　② 論文試験　午前 9 時 45 分～　
　　（１）当日持参するもの　受験票、筆記用具　
　　（２）受験票の交付　受験票は願書受付期間終了後、受験番号などを記入して 12 月 8 日までに発送します
②第２次試験
　■試験日・会場　　21 年 2 月 15 日月　六ヶ所村立中央公民館
　■試験内容　①個人面接　資質・能力・表現力など
　　　　　　　②模擬授業　各教科の指導に関する適性など
　■日程
　① 受付　午前９時～９時 30 分
　② 個人面接　午前９時 45 分～　
　③ 模擬授業　
　（１）当日持参するもの　受験票、筆記用具
　（２）結果の通知　平成 22 年２月下旬に、第２次受験者に通知します

４．給与など
①任用期間　平成 22 年４月１日～ 25 年３月 31 日までです。村職員の身分は任期付き一般職員です。
②給与など　給与は村の条例の規定に基づき支給されます。職歴などがある人には、その前歴など給与の換算・
格付けをして考慮します。期末・勤勉手当や通勤手当、住居手当、扶養手当などが支給されます。

●問い合わせ・願書の提出先はこちらへ　〒 039-3212　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附 475 番地　六ヶ所村役場総務部門総務課　☎ 0175（72）2111（内線 222 ～ 226）

区分 教科 予定人員 受験資格

中学校
数学 2 人 ①中学校教員免許状を所有している人または平成 22 年 3 月 31 日までに取得見込みの人

②地方公務員法第 16 条および学校教育法第 9 条の欠格者に該当しない人英語 1 人

六
ヶ
所
村
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
募
集

　平成 22 年 4 月 1 日からの「任期付短時間勤務職員」を下記のとおり募集します。
　
１．募集する職種・予定人員など
　採用予定者は、平成 22 年 4 月 1 日現在で 65 歳以下であり、地方公務員法第 16 条（欠格条項）各号のいずれ
にも該当せず、かつ以下の要件を満たす人。

２．任期付短時間勤務職員の勤務条件など

３．受付
　受付期間　平成 21 年 11 月 2 日月～ 12 月 16 日水（土日および祝祭日は除く）　午前 8 時 30 分～午後 5 時
　　※郵送の場合は、受付期限までの消印のあるものに限ります。

４．必要書類
　①受験申込書兼履歴書（総務課に備え付けてあります。また、ホームページからダウンロードもできます。）
　②応募職種に必要な免許・資格等の写し
　③健康診断書（労働安全衛生法に基づく雇入時の健康診断の検査項目を満たすもの。申込日 3 カ月以内に検査
　　項目を満たす健康診断を受けた人はそれを代用できます。）

５．試験の方法
　①試験日・会場　平成 22 年１月ごろを予定・六ヶ所村立中央公民館
　②試験方法　個人面接試験
　＊詳しい情報は、受付期間終了後に通知します。

６．合格から採用まで
　①合格者には、平成 22 年１月下旬までに採用内定を通知します。
　②最終的な採用決定は、22 年３月下旬を予定しています。
　③採用は、22 年４月１日を予定しています。

職　種 予定人員 必要な免許・資格など 勤務場所

1 秘書業務 1 人 総務課
2 窓口業務 4 人 支所
3 通訳 1 人 英語検定（準２級以上） 国際交流課
4 建築士 1 人 建築士 建設課
5 保育士 10 人 保育士 村内保育所
6 看護師等 3 人 看護師・准看護師 診療所・健康課
7 歯科衛生士 1 人 歯科衛生士 診療所
8 介護支援専門員 1 人 介護支援専門員 福祉課
9 医療事務 3 人 医療事務 診療所・健康課

10 司書 2 人 司書 村民図書館
11 社会教育主事 1 人 社会教育主事 社会教育課・公民館
12 社会体育指導員 1 人 体育館
13 用務員 9 人 小中学校など
14 施設管理員 3 人 下水処理施設など

項　目 内　容

雇用上の身分など 村一般職と同様に地方公務員法を適用
任用期間 3 年
勤務時間 1 週間あたり 29 時間以内
休暇 村一般職に準ずる
給料・手当など 村の条例に基づき職種、勤務時間により定額で支給
賞与 有（年２回）
社会保険など 健康保険・厚生年金保険・雇用保険に加入
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青
森
銀
行
友
の
会
（
田
村
正

明
会
長
、
会
員
42
人
）
は
９
月

18
日
、
同
行
開
所
30
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
車
椅
子
を
２
台

寄
付
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
ヶ
所
村
建
設
業
協

会
（
髙
田
孝
徳
会
長
、
会
員
16

社
）
は
10
月
９
日
、
同
協
会
35

周
年
記
念
式
典
事
業
の
一
環
で

30
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
寄

付
に
際
し
髙
田
会
長
は
「
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
村
民
の
皆
さ

ん
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
で
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

山
口
成
明
村
社
会
福
祉
協
議

会
長
は
、「
村
民
の
皆
さ
ん
の

役
に
立
つ
よ
う
、
有
意
義
に
活

用
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

母
子
家
庭
な
ど
の
お
子
さ
ん

が
、
修
学
・
修
業
な
ど
の
際
に

必
要
な
資
金（
就
学
支
度
資
金
・

修
学
資
金
・
修
業
資
金
）
の
貸

し
付
け
申
し
込
み
を
受
け
付
け

し
ま
す
。

　

な
お
、
貸
し
付
け
の
申
請
に

必
要
な
書
類
や
、
限
度
額
、
償

還
方
法
、
償
還
期
限
、
償
還
据

置
期
間
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。　

 

■
申
込
期
限　

12
月
４
日
金　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

■
対
象　

母
子
家
庭
の
児
童
お

よ
び
寡
婦
家
庭
の
子
が
、
平
成

22
年
度
に
小
・
中
学
校
お
よ
び

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
学
校

な
ど
へ
入
学
（
入
所
）
を
希
望

す
る
場
合
と
す
る
（
た
だ
し
、

小
・
中
学
校
の
入
学
者
に
対
す

る
貸
し
付
け
は
就
学
支
度
資
金

だ
け
で
あ
り
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
の
場
合
に
限
る
）。

問
福
祉
課　

母
子
寡
婦
資
金
担
当

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
７
）

■
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒

■
応
募
資
格　

平
成
22
年
４
月
１

日
現
在
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間　

21
年
11
月
１
日
日

～
22
年
１
月
８
日
金

■
試
験
期
日　

22
年
１
月
23
日
土

■
試
験
場
所　

下
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
概
要　

①
生
徒
課
程
（
３
学
年
）
修
了
時
に

「
自
衛
官
（
陸
士
長
）」
に
任
用
、
卒

後
課
程
（
約
１
年
）
修
了
後
19
～
20

歳
で
３
等
陸
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

②
高
校
普
通
科
教
育
と
同
等
の

教
育
を
学
び
、
３
学
年
終
了
時

に
は
神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館

高
等
学
校
（
通
信
制
）
の
卒
業

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

③
生
徒
手
当
（
月
額
９
４
，

９
０
０
円
）、
期
末
手
当
年
２
回

（
６
月
、12
月
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
卒
業
生
の
多
く
が
、
防
衛
大
学

校
生
、
航
空
学
生
、
陸
上
自
衛
隊

パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び
幹
部
自
衛
官

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

 

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

三
沢
募
集
案
内
所

☎
・
Fax  

０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

E-m
ail:plom

isaw
a@

carrot.ocn.
ne.jp 

 
 

 

　

平
成
21
年
９
月
、
大
阪
府
、

福
岡
県
と
愛
知
県
に
お
い
て
、
腐

食
が
進
ん
だ
消
火
器
を
操
作
し

た
こ
と
に
よ
り
、
消
火
器
が
破
裂

し
受
傷
し
た
と
み
ら
れ
る
事
故

が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
腐
食
や

変
形
な
ど
が
あ
る
消
火
器
は
絶

対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
消
火
器
の
廃
棄

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、

放
射
、
解
体
な
ど
の
廃
棄
処
理

を
自
ら
行
わ
ず
、
購
入
先
、
販

売
店
お
よ
び
専
門
業
者
に
速
や

か
に
廃
棄
処
理
法
を
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

②
こ
の
よ
う
な
消
火
器
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

問
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部

☎
０
１
７
５
（
64
）
０
６
５
０

　

社
会
保
険
庁
は
、
国
民
年
金
保

険
料
収
納
業
務
（
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
お
よ

び
収
納
業
務
等
）
の
民
間
委
託
を

平
成
17
年
10
月
か
ら
順
次
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
21
年
10
月
か
ら
は
、

す
べ
て
の
社
会
保
険
事
務
所
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
分
を
委
託
す
る
民
間
事
業

社
名
は
、
青
森
・
八
戸
・
む
つ
社

会
保
険
事
務
所
管
内
は
「
株
式
会

社
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

平
成
21
年
度
自
衛
官
募

集
案
内

社
会
福
祉
に
役
立
て
て

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
２

件
の
寄
付

老
朽
化
消
火
器
は
適
切

に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ

い

山口会長（左）へ目録を手渡す髙田会長 田村会長（左）と成谷青銀六ヶ所支店長（右）

平
成
22
年
度
母
子
お
よ

び
寡
婦
福
祉
資
金
予
約

貸
し
付
け
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
収
納

業
務
の
民
間
委
託
（
市

場
化
テ
ス
ト
）
が

平
成
21
年
10
月
か
ら
は

全
国
す
べ
て
の
社
会
保

険
事
務
所
で
実
施
さ
れ

ま
す

ン
」
で
す
。

＊　

な
お
、
委
託
事
業
者
が
被
保
険
者

の
勤
務
先
の
会
社
名
を
聞
い
た
り
、
指

定
口
座
に
保
険
料
振
込
み
を
依
頼
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
に
は

厳
格
な
安
全
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問
む
つ
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
１
７
５
（
22
）
２
２
７
８

１
．
青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
金
額
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

時
間
額　

６
３
３
円
（
平
成
21
年

10
月
１
日
か
ら
）

２
．
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
。

①
改
正
前
の
青
森
県
最
低
賃
金

（
６
３
０
円
）
か
ら
３
円
の
引
き

上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

②
昨
今
の
経
済
情
勢
な
ど
も
総

合
的
に
勘
案
し
、
青
森
県
に
お
け

る
生
活
保
護
水
準
と
の
乖
離
額

（
９
円
）
を
今
後
３
年
以
内
に
解

消
す
る
こ
と
。

３
．
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
青
森

県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

４
．
労
働
局
長
の
許
可
無
く
青
森

県
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
最
低

賃
金
法
違
反
と
な
り
、
罰
則
規
定

（
罰
金
額
50
万
円
以
下
）
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

５
．
な
お
、
一
部
の
製
造
業
お
よ

び
小
売
業
に
つ
い
て
は
、
産
業
別

最
低
賃
金
が
別
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

６
．
詳
し
く
は
、
青
森
県
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（（http://w

w
w.

aom
ori.plb.go.jp)

か
ら
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
１
４

Fax
０
１
７
（
７
３
４
）
５
８
２
１

　

平
成
21
年
分
の
年
末
調
整
関
係

事
務
の
説
明
会
を
左
記
の
日
程

な
ど
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
程
・
場
所

11
月
20
日
金 

十
和
田
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー

11
月
24
日
火 

野
辺
地
町
中
央
公
民
館

11
月
25
日
水 

三
沢
市
国
際
交
流

教
育
セ
ン
タ
ー

11
月
26
日
木
東
北
町
コ
ミ
ュ
ニ

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）

千歳平診療所医療機器購入 ㈲サクラメディック 30,450,000 円

戸鎖船着場設置工事 ㈲三浦総建 4,830,000 円

第４庄内地区農道改良舗装工事 ㈲ワトーテック 8,295,000 円 

千樽用排水路第３号工事 ㈲佐藤工務店 15,960,000 円

川原南４号線改良舗装工事 ㈲浜飯組 8,977,500 円

千歳睦栄線実施設計業務委託 ㈱出雲 4,095,000 円

倉内蒼前堂線実施設計業務委託 ㈱そうほく設計 6,363,000 円

川原南４号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱カネナカ技研 987,000 円

地上デジタル放送対応テレビ等購入（泊地区） サウンドメイト菊池電機 7,455,000 円

地上デジタル放送対応テレビ等購入（平沼地区） 電化プラザたて 10,815,000 円

地上デジタル放送対応テレビ等購入（千歳地区） ㈱秋戸電気 9,786,945 円

千歳平診療所医療機器購入（その２） ㈲サクラメディック 4,347,000 円

新城平線改良舗装工事（1 工区） 平成産業㈱ 11,865,000 円

新城平線改良舗装工事（2 工区） ㈲三浦総建 11,182,500 円

新城平地区流末排水路整備工事 ㈲匠和技研 3,349,500 円

焼山地区防災行政用無線子局増設工事 畑山電工㈱ 15,172,500 円

川原北 2 号線配水管布設工事 ㈲太陽管工 3,360,000 円

新城平線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱カネナカ技研 756,000 円

中央公民館耐震診断業務委託 ㈱八洲建築設計事務所 3,349,500 円

社会教育施設耐震診断業務委託 ㈱八洲建築設計事務所 2,226,000 円

西部処理区管渠実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 11,550,000 円

区画整理事業 4・5 期下水道実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 13,020,000 円

入札結果を公表します（平成 21 年 9 月分）

問財政課　☎ 0175-72-2111（内線 244）

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
27
日
金
六
ヶ
所
村
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

＊
い
ず
れ
の
会
場
も
、
受
付
開
始

は
午
後
１
時
30
分
か
ら
、
説
明
会

は
午
後
２
時
～
３
時
で
す
。

①
年
末
調
整
関
係
書
類
に
不
足
が

あ
る
場
合
は
、
説
明
会
場
お
よ
び

十
和
田
税
務
署
で
配
付
し
ま
す
。

②
対
象
地
域
は
特
に
指
定
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
こ
の
会
場
で

も
出
席
が
可
能
で
す
。

③
会
場
駐
車
場
は
利
用
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
の
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
説
明
会
で
使
用
す
る
書
類

○
年
末
調
整
の
し
か
た

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き

○
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

の
書
き
か
た

○
源
泉
徴
収
票
・
支
払
調
書
作
成

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

問
十
和
田
税
務
署　

法
人
課
税

第
一
部
門（
源
泉
所
得
税
担
当
）

☎
０
１
７
６（
23
）３
１
５
１（
代
表
）

※
こ
の
お
知
ら
せ
に
関
す
る
電
話
で

の
問
い
合
わ
せ
は
、
音
声
案
内
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
従
い
、「
２
」番（
当
税
務
署
）

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

青
森
県
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

十
和
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

底がさびて、はがれている。取っ
手がさびている　などの消火器
は使用しないでください
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空
中
に
浮
き
上
が
っ
て
走
る

列
車
、
手
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る

プ
ラ
ズ
マ
の
光
。
核
融
合
科
学

研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
子
供

も
大
人
も
楽
し
め
る
不
思
議
な

科
学
実
験
を
し
な
が
ら
、
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
『
核
融
合
』

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ご
家

族
、
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
ぜ
ひ

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
29
日
日

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
「
リ
ー
ブ
」
展
示
場

■
催
し
物　

超
伝
導
磁
気
浮
上

列
車
、
真
空
実
験
、
プ
ラ
ズ
マ

ボ
ー
ル
、
動
物
ロ
ボ
ッ
ト
、
科

学
お
も
ち
ゃ
、
研
究
所
紹
介
ビ

デ
オ
、
パ
ネ
ル
な
ど

問
○
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人

自
然
科
学
研
究
機
構
核
融
合
科

学
研
究
所
（
岐
阜
県
土
岐
市
下

石
町
３
２
２

－

６
）

☎
０
５
７
２
（
58
）
２
２
２
２

http://w
w

w
.nifs.ac.jp/

○
六
ヶ
所
研
究
セ
ン
タ
ー
（
六

ヶ
所
村
尾
駮
字
弥
栄
平
１
１
５

－

７
）

☎
０
１
７
５
（
73
）
２
１
５
１

　

村
は
、
在
宅
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
介
護

方
法
や
介
護
者
の
健
康
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
負
担
の

軽
減
や
在
宅
で
の
介
護
の
継
続

を
目
的
に
家
族
介
護
者
教
室
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
容

「
介
護
者
の
健
康
を
守
る
」

■
日
時　

11
月
11
日
水

午
後
６
時
30
分
～

■
場
所　

た
も
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

　

商
工
会
は
、
前
回
好
評
に
よ

り
完
売
し
た
「
ふ
る
さ
と
商
品

券
」を
再
度
販
売
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
「
ふ
る
さ
と
商
品
券
」

も
前
回
と
同
じ
で
、
１
セ
ッ
ト

１
万
円
で
１
万
２
千
円
の
商
品

券
が
購
入
で
き
る
20
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
が
付
い
た
と
て
も
お
得

な
商
品
券
で
す
。

　

商
品
券
を
使
用
で
き
る
お
店

は
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
村
内
の
約
90
店
舗
。
店
舗
一

覧
は
新
聞
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ

裏
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
な

ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
販
売
は
３
，
０
０
０

セ
ッ
ト
と
限
り
が
あ
り
、
完
売

し
だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

購
入
で
き
る
人
は
、
①
村
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
（
年

齢
制
限
な
し
）
②
本
人
が
直
接

購
入　

の
２
つ
の
条
件
を
満
た

す
人
で
、
１
人
２
セ
ッ
ト
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
。

■
販
売
日
時
・
場
所

○
11
月
７
日
土
・
８
日
日

午
前
８
時
～
正
午
（
２
日
間
と

も
）

・
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
泊
地
区
）

・
村
商
工
会
（
尾
駮
地
区
）

・
平
沼
集
会
場
（
平
沼
地
区
）

・
千
歳
平
公
民
館
（
千
歳
平
地

区
）

○
11
月
９
日
月
以
降

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・

日
は
除
く
）

・
村
商
工
会

た
だ
し
、
９
日
月
・
10
日
火
の

２
日
間
は
午
後
８
時
ま
で
の
販

売
で
す
。

問
六
ヶ
所
村
商
工
会

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
５
１
３

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
六
ヶ
所
・

霜
月
の
昼
下
が
り
に
科
学
と
文

学
に
親
し
む
」

　

秋
の
昼
下
が
り
は
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
六
ヶ
所
で
。

　

放
射
線
の
一
種
「
イ
オ
ン
ビ

ー
ム
」
と
生
誕
百
年
を
迎
え
た

「
太
宰
治
」
の
お
話
で
科
学
と

文
学
に
親
し
み
、
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た

も
来
場
歓
迎
で
す
。

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

科
学
の
部
「
農
漁
業
に
お
け
る

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
の
利
用
」

小
林
泰
彦
博
士
（
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構
）

文
学
の
部

「
太
宰
治
の
真
実
の
愛
」

津
島
園
子
氏
（
作
家
太
宰
治
長

女
）

○
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

■
日
時　

11
月
８
日
日

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
会
場

（
参
加
費
無
料
）

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
支
部

■
協
力　

日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
青
森
支
部

☎
０
８
０
（
１
２
９
２
）
８
６
４
４

　
「
過
重
労
働
（
働
き
す
ぎ
）

に
よ
る
健
康
障
害
」
や
「
賃
金

不
払
残
業
（
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
」）
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
使
用
者
が
労
働
時
間

を
適
正
に
把
握
し
、
適
切
な
対

処
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
使
で
協
力
し
て
、
労
働
時
間

の
適
正
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
青
森
労
働
局
は
、
11

月
21
日
土
に
労
働
時
間
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０

－

７
９
４

－
７
１
３　

午
前
９
時

～
午
後
５
時
：
無
料
）

を
実
施
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
ふ

る
さ
と
商
品
券
」
発
売

開
始（
今
年
度
２
回
目
）

家
族
介
護
者
教
室
を
開

催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
放
射
線
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
支

部
第
７
回
セ
ミ
ナ
ー

核
融
合
科
学
研
究
所
特
別
展

「
お
も
し
ろ
科
学
実
験

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催

11
月
は
「
労
働
時
間
適

正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

期
間
で
す

　９月の農業委員会定例総会が
９月 17 日、役場分庁舎３階会
議室にて開催され、下記案件が
原案通り議決・承認されました。
■議案第 28 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

４件　9,934.74㎡
■議案第 29 号　農用地利用集
積計画の決定について

３件　81,292㎡
■報告第８号　農地法第５条の
規定による届出について

１件　19,479㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧ができます。

農地講座 Q ＆ A

Ｑ　自分の農地に住宅を建てる
場合にも許可は必要ですか？
Ａ　農地法では、農地を転用す
る場合および農地または採草放
牧地を転用するため所有権、賃
借権等の権利を設定または移転
する場合には、原則として都道
府県知事の許可を受けなければ
ならないこととされています。
したがって、自己所有の農地に
住宅を建てる場合であっても農
地の転用に該当するので、農地
法第４条の許可が必要になりま
す。
問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより 問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部　

監
督
課

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
１
２

○
フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

　

講
師
は
村
在
住
の
フ
ラ
ン
ス

人
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
と
ヴ
ァ

レ
リ
ー
さ
ん
。
二
人
の
自
慢
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
一
緒
に
作
り

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
19
日
木

　

午
後
６
時
～
８
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

材
料
費
実
費

■
募
集
人
数　

10
人

■
申
込
期
限　

11
月
16
日
月

○
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
『
カ
タ
ン
の

開
拓
者
た
ち
』

　

無
人
島
を
複
数
の
入
植
者
た

ち
が
開
拓
し
、
も
っ
と
も
繁
栄

し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
勝
利
す
る

と
い
う
ド
イ
ツ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
。
国
際
交
流
員
の
ダ
ニ
エ
ル

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。５
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
27
日
金

　

午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
申
込
期
限　

11
月
25
日
水

■
申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

　11 月２日月は村民文化祭開催のた
め開館しますので、振替休館日を下
記のとおりとさせていただきます。

■開館日　　　11 月２日月
■振替休館日　12 月 27 日日

11 月２日は図書館も開館します。

文化交流プラザ「スワニー」
振替休館日のお知らせ

高校の教科書「日本の歴史（改訂版）」
をベースに、一般の読者を対象に記
述を見直し、時代に即応した簡潔か
つ明確なかたちに書き改めた通史。
現代の理解の手助けとなるテーマを
選んで解説したコラムも掲載。

もういちど読む
山川日本史
五味文彦編

　「産地」「品種」「旬」がわかれば国産
食材は、もっとおいしい！ 実・葉・根・
香草・果物に分けた 356 種類の野菜、
魚 97 種類、牛・豚・鶏の肉のおいしさ
を完全解説する。

日本の食材帖
　
山本謙治監修

　天気のメカニズムから防災まで−。
知っておきたい身近なお天気の知識
を、気象庁天気相談所元所長と、現
役理科教師が判りやすく解説。天気
の時間変化を動画的に見る「ぱらぱ
ら衛星画像」も掲載します。

親子で読みたい
お天気のはなし
下山紀夫著

　ピラミッドはいかにして建てられた
のか？ ツタンカーメンの王妃の墓の呪
いとは？ 建築学、人類学、航海調査な
どの新たな視点から、古代エジプト文
明の全貌に迫る。ＮＨＫスペシャル「エ
ジプト発掘」の内容を元に書籍化。

エジプト発掘　
解き明かされる４つの謎
ＮＨＫ編

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405   http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。

フ
ラ
ン
ス
料
理
、
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
の
参
加
者
募

集

 Rokkasho News and Information
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六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
は
、
産
業
の
育
成
・
振
興
や

地
域
活
性
化
の
た
め
の
事
業
に

対
し
て
、
必
要
な
資
金
の
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
平
成
22
年

度
（
22
年
４
月
１
日
～
23
年
３

月
31
日
に
実
施
）
の
交
付
対
象

事
業
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

１
、
対
象
と
な
る
事
業

①
人
材
育
成

　

地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

優
れ
た
人
材
の
育
成
、
確
保
に

関
す
る
事
業

②
技
術
開
発

　

地
域
産
業
の
振
興
に
必
要
な

技
術
の
開
発
、
改
良
に
関
す
る

事
業

③
商
品
開
発

　

未
利
用
資
源
や
新
た
な
素
材

な
ど
の
新
商
品
開
発
と
企
業
化

に
関
す
る
事
業

④
市
場
・
販
路
開
拓

　

市
場
調
査
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど

地
域
特
産
物
の
需
要
拡
大
、
販

路
の
開
拓
・
拡
大
に
関
す
る
事

業⑤
観
光
開
発

　

観
光
資
源
の
発
掘
、
広
域
的

観
光
ル
ー
ト
、
観
光
客
の
受
け

入
れ
体
制
な
ど
の
整
備
に
関
す

る
事
業

⑥
環
境
整
備

　

花
卉
の
植
栽
、
花
壇
の
整
備

な
ど
に
関
す
る
事
業

⑦
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
交
流

に
関
す
る
事
業

⑧
そ
の
他

　

①
～
⑦
以
外
で
地
域
の
活
性

化
お
よ
び
産
業
の
育
成
・
近
代

化
に
寄
与
す
る
事
業

２
、
対
象
と
な
る
事
業
主
体

　

村
内
の
産
業
団
体
（
農
業
協

同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
商

工
会
、
そ
の
他
の
産
業
関
係
の

グ
ル
ー
プ
）、
地
域
団
体
（
地

域
づ
く
り
・
文
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
組
織
、
グ
ル
ー

プ
）。

※
産
業
団
体
、
地
域
団
体
は
、

任
意
の
組
織
、
グ
ル
ー
プ
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

３
、
助
成
額

　

事
業
に
対
す
る
助
成
額
は
、

適
正
と
認
め
ら
れ
る
総
事
業
費

の
10
／
10
以
内
と
し
、
事
業
計

画
書
の
内
容
を
審
査
し
て
、
助

成
金
の
額
を
決
定
し
ま
す
。

４
、
応
募
期
間

11
月
１
日
日
～
12
月
10
日
木

（
期
限
厳
守
）

５
、
応
募
方
法
な
ど

　

事
業
計
画
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
事
業
計

画
書
の
用
紙
は
送
付
可
能
で
す

の
で
、
村
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

６
、
応
募
先　

六
ヶ
所
村
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
事
務
局

〒
０
３
９
―
３
２
１
２　

六

ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
野
附

４
７
５
六
ヶ
所
村
役
場
第
２
分

庁
舎

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
２
１

FAX
０
１
７
５
（
71
）
１
７
７
０

E-M
ail:m

achikyo1@
r15.7-

dj.com

（
室
ノ
久
保
・
千
樽
・
戸
鎖
・

豊
原
・
睦
栄
・
庄
内
・
笹
崎
・

千
歳
・
千
歳
平
・
端
・
六
原
地

区
が
対
象
で
す
）

　

現
在
村
は
、
①
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
視
聴
②
高
速
大
容
量

回
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
③
新
た
な
防
災
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
・
村
内
無
料
テ
レ
ビ

電
話
等
の
整
備
を
目
的
と
し
て

地
域
情
報
基
盤
整
備
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

泊
・
石
川
・
平
沼
・
倉
内
・

中
志
・
内
沼
・
新
城
平
地
区
は

整
備
済
み
、
千
歳
・
戸
鎖
地
区

は
21
年
度
、
尾
駮
地
区
は
22
年

度
に
整
備
予
定
で
、
23
年
度
に

は
村
内
全
域
で
上
記
の
サ
ー
ビ

ス
が
全
て
利
用
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
①
と
②
は
整
備
年
度

の
翌
年
度
に
、
③
は
23
年
度
に

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

高
速
大
容
量
回
線
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

提
供
す
る
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク

ス
ト
」
を
採
用
し
て
お
り
、
利

用
希
望
者
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
業

者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）
に
直
接

申
し
込
ん
で
利
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

村
は
こ
の
た
び
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
前
に
対
象

地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向

を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

　

つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
上
旬

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
調
査
用

紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

記
入
の
上
、
11
月
末
日
ま
で
に

返
送
く
だ
さ
る
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
布
草
履
作
り

■
日
時　

11
月
14
日
土
・
午
前

９
時
～
、午
後
１
時
～
（
２
回
）

■
場
所　

村
立
郷
土
館
（
体
験

展
示
室
）　

■
材
料
費　

５
０
０
円

■
募
集
人
員　

各
５
人

○
染
め
物
講
座

　

染
め
物
で
エ
コ
バ
ッ
ク
を
作

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
バ
ッ
ク
の
サ
イ
ズ
34(

横)

×
38
（
深
さ
）
×
20
（
マ
チ
）

■
日
時

11
月
19
日
木
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

模
様
付
け
）

11
月
20
日
金
（
染
め
付
け
）

両
日
と
も
午
後
６
時
～

■
場
所　

村
立
郷
土
館
（
資
料

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
「
Ｂ
フ
レ

ッ
ツ
」
利
用
意
向
調

査
を
実
施

問
情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１
（
内
１
５
２
）

郷
土
館「
布
草
履
作
り
」

「
染
め
物
講
座
」
参
加

者
募
集

問
村
立
郷
土
館　

秋
田
・
高
橋

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
平
成
22
年
度
事

業
募
集
案
内

小
こづか

塚開
かいのしん

之進（善行）尾駮レイクタウン

中
なかむら

村　蓮
れんと

大（三佐雄）　　　泊

辻
つじうら

浦　愛
あいら

麗（武美）　　　　泊

橘
たちばな

　　三
みく

來（貴之）　　　　泊

 

六ヶ所村の人口
（9 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,957 ＋ 8
女 5,322 － 2
計 11,279 ＋ 6

世帯数 4,420 ＋ 5

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

祐川　　篤　　　（泊）

新堂真利子　　　（東北町）

大村　貴光　　　（尾駮浜）

宮崎　　絢　　　（尾駮浜）

中村　　陵　　　（泊）

久慈まどか　　　（蓬田村）

鷹架　明生　　　（千歳平）

杉山　郁恵　　　（千歳平）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

田中まつの　　87 才（千歳平）

能登　よし　　91 才（泊）

久保イトヱ　　77 才（戸鎖）

 

9 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内 116）

戸籍の窓

Information Square

体
罰
な
ど
の
人
権
問
題
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

本
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

髙
田
さ
ん
を
含
め
４
人
で
す
。

●
簗
田
信
義
（
倉
内
）

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
７
３
２

●
佐
藤
た
ね
（
尾
駮
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
０
４

●
髙
田
孝
徳
（
戸
鎖
）

☎
０
１
７
５
（
74
）
３
７
１
６

●
貝
塚
恵
子
（
泊
）

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
０
１
６

　

総
務
省
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か

ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対

す
る
支
援
の
受
け
付
け
を
、
本

年
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い

ま
す
。

❶
支
援
の
対
象
と
な
る
の
は
？

　

生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的

扶
助
受
給
世
帯
、
市
町
村
民
税

非
課
税
の
障
害
者
の
い
る
世

帯
、
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所

者
で
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）
の
受
信
料
の
全
額
免
除
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
が

対
象
で
す
。

※
す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
視
聴
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

皆
さ
ん
は
支
援
の
対
象
外
で
す

（
共
同
受
信
施
設
な
ど
で
平
成

21
年
４
月
以
降
に
工
事
が
行
わ

れ
た
場
合
は
、
支
援
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）。

❷
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容

は
？

　

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

整
理
室
）　

■
材
料
費　

５
０
０
円

■
募
集
人
員　

10
人

　

法
務
大
臣
は
、
人
権
擁
護
委

員
に
髙
田
孝
徳
氏
を
再
任
し
、

平
成
21
年
10
月
１
日
付
け
で
委

嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で

す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の

暮
ら
し
の
中
で
困
り
ご
と
や
心

配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務

局
や
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
親
子
、

夫
婦
、
相
続
、
借
地
、
名
誉
、

信
用
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
、

レ
ビ
に
取
り
付
け
る
「
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の
無
償
給
付
を

行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な

ど
が
必
要
な
場
合
に
は
そ
の
支

援
も
行
い
ま
す
。

❸
申
込
み
先
は
？

　

申
込
書
は
、
六
ヶ
所
村
役
場

福
祉
課
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

窓
口
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

❹
支
援
の
開
始
の
時
期
は
？

　

受
け
付
け
は
10
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

❺
注
意
点

○
支
援
の
申
し
込
み
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
全
額

免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
手
続
き
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
な
る
べ
く

早
め
に
手
続
き
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の

で
、
自
身
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー

ナ
ー
・
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の

費
用
を
精
算
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

問○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
支
援
制
度

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０

－

０
３
３
８
４
０

Fax
０
４
４
（
９
６
６
）
８
７
１
９

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
、
受

信
料
免
除

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

０
０
０
５
８
８

Fax
０
４
４
（
８
８
８
）
４
３
４
０

人
権
相
談
委
員
は
あ
な

た
の
街
の
相
談
相
手

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１
（
内
２
２
３
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
た
め
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
給
付
を
支
援
し
ま
す
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子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
く
、
ス
ワ
ニ
ー
の
小
会

議
室
。
結
成
以
来
初
の
発
表

（
11
月
１
日
村
民
文
化
祭
）

に
向
け
て
、「
シ
ョ
ー
ク
ワ

イ
ア
」（
熊く

ま
が
い
し
ょ
う
こ

谷
尚
子
代
表
、

メ
ン
バ
ー
13
人
）
が
練
習
に

熱
を
入
れ
て
い
る
。

　

尾
駮
小
学
校
、
第
一
中
学

校
、
京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
）

の
子
ど
も
た
ち
で
構
成
さ
れ

る
同
グ
ル
ー
プ
の
練
習
で

は
、
熊
谷
代
表
の
英
語
と
日

本
語
の
指
示
が
飛
び
交
う
。

　
「
も
っ
と
笑
っ
て
！
」「Let's 

take it from
 the top!

（
最

初
か
ら
や
ろ
う
！
）」。
指
示
を

受
け
た
メ
ン
バ
ー
は
、
お
互

い
の
動
き
や
間
隔
を
意
識
し

な
が
ら
振
り
を
覚
え
て
い
く
。

　

メ
ン
バ
ー
の
尾
駮
小
３
年

の
山
田
佳か

ほ歩
さ
ん
、
工
藤

優ゆ
う
り莉
さ
ん
、吉
岡
七な

な
か花
さ
ん
、

鈴
木
め
ぐ
み
さ
ん
は
「
歌
も

ダ
ン
ス
も
楽
し
い
。
文
化
祭

で
は
練
習
の
成
果
を
み
ん
な

に
見
て
ほ
し
い
」
と
そ
ろ
っ

て
声
を
弾
ま
せ
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
結
成
は
今

年
の
１
月
。
Ｋ
Ｉ
Ｓ
の
音
楽

教
師
で
あ
る
熊
谷
代
表
が
、

村
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

を
図
る
た
め
に
設
立
、
メ
ン

バ
ー
は
年
齢
、
地
区
に
限
ら

ず
幅
広
く
募
集
し
た
。
最
初

は
６
人
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
も

現
在
は
13
人
と
な
り
、
年
齢

も
６
歳
か
ら
14
歳
と
幅
広
い

構
成
に
な
っ
た
。「
特
に
教

え
て
な
い
け
ど
、
年
上
の
子

た
ち
が
自
然
に
小
さ
い
子
た

ち
を
リ
ー
ド
し
て
、
ま
と
め

役
に
な
っ
て
る
。
練
習
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し

て
い
く
の
を
見
る
と
す
ご
い

う
れ
し
い
」
と
熊
谷
代
表
は

目
を
細
め
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
保
護
者
、
柏

崎
理
恵
さ
ん
と
菊
池
貴
子
さ

ん
は
「
前
か
ら
何
の
グ
ル
ー

プ
だ
ろ
う
？
と
興
味
が
あ
っ

て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
見
学

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
ダ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
違
う
学
年
の
子
た
ち

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る

み
た
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

練
習
は
毎
週
水
曜
日
。
低

学
年
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
音

感
・
リ
ズ
ム
感
な
ど
の
音
楽

的
感
性
や
自
己
表
現
力
・
創

造
力
な
ど
を
高
め
る
と
い
わ

れ
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
教
え
、

一
時
間
の
全
体
練
習
に
入

る
。「
音
感
は
と
て
も
大
事
。

子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
覚
え

さ
せ
た
い
と
思
う
な
ら
、
ま

ず
は
音
楽
を
学
ば
せ
て
。
音

感
が
良
く
な
る
と
、
英
語
の

聞
き
取
り
も
で
き
る
よ
う
に

な
る
し
、
発
音
も
絶
対
よ
く

な
る
」
と
熊
谷
代
表
。

　

シ
ョ
ー
ク
ワ
イ
ア
は
ジ
ャ

ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
音
楽

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
自
由

に
表
現
す
る
ス
タ
イ
ル
。「
年

齢
層
が
広
い
の
で
、
き
ち
ん

と
合
わ
せ
る
よ
り
も
、
個
々

の
持
ち
味
を
生
か
し
た
い
」

と
熊
谷
代
表
。
メ
ン
バ
ー
た

ち
は
、
の
び
の
び
と
表
現
す

る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
だ
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
は
も
っ

と
積
極
的
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
度
胸
付
け
も
子
ど
も

の
う
ち
か
ら
。Long-Term

 
Goal

（
長
期
目
標
）
に
向

か
っ
て
ひ
た
す
ら
練
習
を
重

ね
、
人
前
で
発
表
す
る
。
そ

の
達
成
感
は
き
っ
と
大
き
な

自
信
に
つ
な
が
る
は
ず
」。

　

シ
ョ
ー
ク
ワ
イ
ア
の
初
ス

テ
ー
ジ
が
と
て
も
楽
し
み

だ
。

元気よくポーズを決めるメンバーたち（10 月 7 日「スワニー」で撮影）

個
性
が
織
り
な
す
、
グ
ル
ー
プ
の
躍
動
感
。

シ
ョ
ー
ク
ワ
イ
ア

シ
ョ
ー
（Show

）・
ク
ワ
イ
ア
（Choir

）
の
意
味
は

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
た
め
の
合
唱
隊
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、

グ
ル
ー
プ
の
躍
動
感
を
創
り
上
げ
る
。

Hot
Corner

round 13

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

振り付けを指示する
熊谷代表

スワニーでの練習風景。発表に向けて追い込み
段階だ 

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 日 村民文化祭 ～３日 ス ワ ニ ー

2 月 郷土館休館日

３ 火
澤田和歌子＆木村友音・ピアノ＆フルートコンサート 14：30 ～ ス ワ ニ ー

Rokkasho120th　「記念絵画展」〈中学生の部〉 ～ 11/15 村 立 郷 土 館

４ 水 郷土館・図書館休館日

５ 木
6 カ月児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

６ 金
カンガルー教室 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

7 土

8 日
第３回青森県ろっかしょ村ふるさと民謡手踊り決定戦 12：00 ～ ス ワ ニ ー

９ 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

10 火
1 歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

11 水
12 木 ３Ｂ体操 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

13 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉　 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ヨガ教室 14：00 ～ ス ワ ニ ー

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

14 土 ヨガ教室 14:00 ～、18:00 ～ ス ワ ニ ー

15 日

16 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談会 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

17 火

18 水
乳幼児相談 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター

2 歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

19 木

20 金
カンガルー教室 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

今木康夫＆大木理恵・ホルンとハープの夜会 17：30 ～ ス ワ ニ ー

21 土
22 日
23 月

24 火
スワニー・郷土館・図書館休館日

ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 12：30 ～ 12：45 保健相談センター

25 水 現地親子指導

26 木
３Ｂ体操 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

27 金
28 土 ウィーン・ラズモフスキー弦楽四重奏団＆相馬泉美クリスマスコンサート 14：30 ～ ス ワ ニ ー

29 日
30 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

　
　山々が錦

きんしゅう

繍を競い
合う季節になりまし
た。
　「紅

こうよう

葉」という言葉
は、①「草木の葉が赤や黄に変わること」
と②「色づいたその葉」のことを指し
て言いますが、厳密には赤色に変わる
のを「紅葉」、黄色に変わるのを「黄葉

（こうよう）」、褐色に変わるのを「褐葉
（かつよう）」と呼ぶそうです。

　「紅葉（もみじ）」という言葉は上記
の①、②のほかに楓（かえで）の異称
としても用いられます。
　奈良時代は、紅

こうよう

葉することを「モミツ」
と言い、名詞化して「モミチ」となり、
平安時代に「モミヂ」となったそうです。
　万葉集では、「紅葉」よりも「黄葉」
と表記されることの方が多く、当時は
黄葉のほうが重んじられていたようで
す。
　紅葉の代表格である楓は、イロハカ
エデやオオモミジなどのカエデ科カエ
デ属の植物の総称で、葉の形がカエル
の手に似ているところから、蛙手（カ
ヘルテ）と呼ばれ、カヘンデ⇒カヘデ
⇒カエデとなったそうです。
　万葉の時代、行事としての紅葉狩り
は、もっぱら宮廷や貴族の優雅な遊び
でしたが、江戸時代以降に庶民の間に
も広まりました。
　雨上がりの天気のいい日には野山に
出て、紅葉の美しさをゆっくり堪能し
たいものです。

　秋の月　光さやけみ　もみぢ葉の　
　おつる影さへ　見えわたるかな
　　　　　　　　　　　－紀　貫之－

 村のスケジュール11 月  風物あれこれ ㉚

紅葉

メインイベントの「鮭つかみどり」なしの今年の産業まつり。人出が心配されたものの、多くの来場者でにぎわいました。毎年、まつ
りの記事は鮭つかみどりをメインに紹介していますが、今年は会場内のブースをじっくり ” はしご ” し、食べて撮った六ヶ所の味を紹介
しました▽素材を知り尽くした生産者の皆さんの料理はどれも美味。ほとんどが産業まつりでしか食べられない ” 特別メニュー ” である
ことを少し残念に感じながら、一つ一つ味わわせていただきました。全部を紹介しきれずすみません。取材に快く協力してくれた皆さん、
本当にありがとうございました▽ 11 月 1 日～３ 日に村民文化祭が開催されます。子どもたちの音楽発表や作品展示はもちろん、村の
文化・芸能が一堂に会する機会。今年は、どんな発表を見せてくれるのか楽しみです（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記
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白み始める空を、漁火が煌
こうこう

々と照らしている。
夜イカ漁が盛んだったころ、水平線を埋め尽くすほどの漁火が光り輝いていたという。
漁火は、漁村の活気と繁栄の象徴。力強くもあり、一方で幻想的でもある。
差し込む陽の光に消されゆく、その余韻を楽しみたい。

1_ 尾駮の浜から見える漁火
2_ 村にも実りの秋が到来。長イモの葉も色づ
き始めた
3_ 収穫間近の田んぼ
4_ ごぼう畑

伝えたい、六ヶ所の風景。
漁
い さ り び

火

１

２ 3 4




